
近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
７クール日報（２月１７日～２月２３日）
	報告日
天気
	２月２０日（月）
雨
	報告者
	兵庫県社協：岡地
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化ホール

	近ブロメンバー
	７クール　北川、鈴木、小仲、小牧、門脇、濱田、長井、山形、徳岡、岡地（１０名）

	（主な日程）
	8:30  朝礼、本日の活動説明
9:00　９班に分かれて現地調査
　　　（その他、翌日のボラ活動のアポ取り、各班マニュアル修正等）
9:20  石川県ボラバス到着・オリエン（団体ボラマッチング後）
16:30 翌日のニーズ設定（主に袖ヶ江、崎山、東湊地区）
17:00　環境省、奈良市とのミーティング
18:00 終礼全体ミーティング、
マッチング準備、現地調査準備
20:00 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割　体制図のとおり
〇本日、センター業務を休止し、現地調査に特化した結果、55件の調査が完了した。併せて、本日の終礼時、今後の現地調査日を週一ペースにて設けることとなった。ただ、仮仮置場の分別作業が当日内に終了できていない状況を踏まえ、調査日は分別のみのボランティアを募る（20名）こととした。
○仮集積場への運搬業務を担っている奈良市のクール入れ替えに合わせ、ゴミの分別と集積場への運搬に関して、環境省を交えたミーティングを実施。ゴミの集積と分別は市町村で決めることと発言を繰り返す環境省に対し、奈良市もVC側も災害時に特化した対応と尋ねた内容の回答を確実に行うよう要望した。

	今後の主な予定
	

	調整課題・所感等
	本クールのミッション【３月以降のVC体制の構築（JCの体制変更後）】
　活動の効率化を目的に仮仮置場を設置したものの、逆に仮仮置場の対応から逆算したマッチングを行わざるを得ない状況となっている。効率化を目指した対応が、少し空回り気味になっている感は否めない。
　翌日の仮仮置場での対応は、天気予報を踏まえ、基本は午前中での活動終了し、仮仮置場での分別作業等を早めに切り上げることとした。


	その他
	



